
                                                                                                                          
                              

 

議
員
提
出
第
二
十
一
号
議
案 

 

地
方
の
農
地
の
保
全
と
活
用
の
た
め
の
支
援
拡
充
を
求
め
る
意
見
書 

  

一
九
六
〇
年
に
は
約
六
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
っ
た
日
本
の
農
地
は
、
宅
地
等
へ
の
転
用
や
荒
廃
農
地
の
発

生
等
に
よ
り
、
現
在
、
約
四
百
四
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
大
幅
に
減
少
し
た
。
農
業
の
現
場
で
は
、
従
事
者
の

高
齢
化
や
、
担
い
手
不
足
な
ど
の
課
題
か
ら
、
農
地
の
減
少
は
止
め
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
耕
作
が
放
棄

さ
れ
た
農
地
は
、
数
年
で
抜
根
や
整
地
が
必
要
な
荒
廃
農
地
と
な
り
、
や
が
て
森
林
の
様
相
を
呈
す
る
な
ど

農
地
と
し
て
の
復
元
が
困
難
に
な
る
。
そ
し
て
今
、
こ
の
再
生
利
用
が
困
難
な
荒
廃
農
地
は
、
約
二
十
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。 

 

近
年
、
世
界
的
な
規
模
で
の
感
染
症
の
ま
ん
延
、
異
常
気
象
に
よ
る
作
物
の
凶
作
、
更
に
不
安
定
な
国
際

情
勢
等
も
踏
ま
え
、
不
測
の
事
態
に
備
え
た
食
料
安
全
保
障
を
見
据
え
て
、
荒
廃
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
農
村
部
で
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
の

集
積
・
集
約
や
民
間
企
業
等
の
農
業
参
入
等
を
積
極
的
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
担
い
手
の
確
保

が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
我
が
国
の
農
家
人
口
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
十

年
間
で
二
割
以
上
減
少
し
て
お
り
、
地
域
類
型
別
で
は
都
市
的
地
域
の
減
少
割
合
が
大
き
い
。 

 

一
方
で
都
市
部
の
農
地
は
、
二
〇
一
七
年
に
生
産
緑
地
法
の
改
正
を
受
け
て
、
民
間
企
業
等
へ
の
農
地
の

貸
借
に
よ
る
担
い
手
の
確
保
に
よ
り
、
生
産
緑
地
の
約
九
割
が
特
定
生
産
緑
地
へ
移
行
さ
れ
る
中
で
、
市
民

農
園
の
整
備
等
に
よ
る
農
地
の
保
全
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
荒
廃
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消
を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
を

実
施
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。 

一 

地
方
自
治
体
と
民
間
企
業
等
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
農
業
地
域
に
お
け
る
半
農
半
Ｘ
の
農
業
人

材
の
創
出
や
市
民
農
園
の
普
及
拡
大
等
、
国
民
が
農
地
の
保
全
と
活
用
の
た
め
の
活
動
に
参
入
し
や
す
い

環
境
の
整
備
と
予
算
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。 

二 

総
務
省
と
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
別
個
に
実
施
し
て
い
る
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
個
別
相
談
事
業
を
統

合
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
支
援
窓
口
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
で
の
農
地
の
貸
付
け
を
促
す
情
報

を
提
供
す
る
な
ど
、
国
、
地
方
自
治
体
、
民
間
企
業
等
の
連
携
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
と
農
業
の
融
合
政
策

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。 

三 

荒
廃
農
地
に
コ
ス
モ
ス
や
ひ
ま
わ
り
を
植
え
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
農
地
の
保
全
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
景
観
形
成
活
動
に
利
用
で
き
る
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
、
ま
た
、
荒
廃
農
地
に
レ
ン
ゲ
を
植
え
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
農
地
の
保
全
を
支
援
す
る
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
最
適
土
地
利
用
対
策
に
つ
い
て
、

民
間
企
業
等
へ
の
適
用
範
囲
の
拡
大
と
と
も
に
、
予
算
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。 

四 

人
口
急
減
に
直
面
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
地
域
産
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
の
「
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
推
進
交
付
金
」
の
自
治
体
と
民
間
企
業
等
と
の
連
携
の
下
で
の
活
用
や
、
荒
廃
農
地
を
民
間
企

業
等
が
活
用
し
、
燃
料
用
植
物
を
栽
培
す
る
こ
と
な
ど
を
推
進
し
た
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策
交

付
金
に
つ
い
て
、
制
度
の
再
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
。 

五 

耕
作
放
棄
地
の
活
用
促
進
を
図
る
た
め
、
濃
厚
飼
料
の
代
替
と
な
る
飼
料
用
米
や
子
実
コ
ー
ン
及
び
牧

草
・
稲
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
等
の
国
産
飼
料
の
生
産
拡
大
を
推
進
す
る
こ
と
。 

 



                                                                                                                          
                              

 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

  
 

令
和
四
年
九
月
二
十
六
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